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研究報告書 

 

この共同研究では、ヒト白血病および骨髄異形成症候群で認められた変異型 Asxl1 について、

ノックインマウスを作製しその表現型を解析することにより、この遺伝子異常が疾患の原因

であることを証明すると共に、疾患発症の病態生理を解析し新規治療法開発に役立てること

を目的としている。この目的のために、Cre 発現依存性に目的遺伝子を高発現する Rosa/stop

カセットを用いて、異型

Asxl1 後天性に誘導可能に

発現するノックインマウス

の作製を行なった（左上

図）。ES 細胞に linearize し

た vector を electroporation

し、複数の相同組換えクロ

ーンを得た（左下図）。その

クローンをマウス胚盤胞にマイクロインジェクションし、キメラマウ

スを得た。そのうち 1 ラインから germline transmission によりヘテロ

マウスが得られ、変異 allele が子孫に伝わったと考えられた。このヘ

テロマウスを医科研に送付しており、体外受精によるクリーニングを

経て動物実験施設に搬入した後、ERT2Cre トランスジェニックマウス

と掛け合わせ tamxoifen 誘導を行なうことにより、目的遺伝子の発現

について確認を行なう予定である。 

 

 

 


